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歯科領域における廓大撮影法について
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第1章緒

　最：近X線廓大撮影法が内外斯界の権威者によ

り検討され，漸く臨面的に応用せられんとする

域にまで達して来た．しかし歯科領域に～これが

応用された文献を見ない．ヒヒにおいて私は歯

科X線方面において，廓大撮影法を試みたので

その結果を報告し大方諸賢の御批判を乞う次第

である．

　X線廓大撮：影法には直接廓大撮影法と，間接

廓大撮影法とがある．前者は，X線的に物体題

言

を廓大投影する方法で，X線を歯面の曲球焦点

より放射させ，管球焦点とフイルムとの中間の

適当な位置に物体を置いて，フイルム上にその

廓大像を得る方法が用いられる．後者は螢光板

又はフ’イルムに写ったX線像を更に可視光線，

電子線，或いはその他の方法で廓大撮影する方

法である．私はとの両：方法を試みて比較検討し

た．

第2章実験材料，実験方法

　1）直接廓大撮影法

　A）島津製携稽用X線装置を用いて，放射線を点状

にするため鉛の鋳孔を作った．鉛板の厚さ2mmでそ

の申央に直径1mmの円形の針孔を設けた．針孔（見

かけの焦点）一フイルム間距離35cmとし，金網（針

金の太さ0・5mm針金の間隔2mm）を用いて，金網

とフイルム間の距離をOcm，10cm，15cmとして撮影

した．（Fig　1，：Fig　2，　Fig　3）

　B）島津製携帯用X線装置を用いて，針孔フイルム

間35cm，物体フイルム間10cmとし，60KV，6mA，

15秒放射した．物体は成入小旧歯抜去歯牙を用いた．

（F誓9－4）一

　C）森田製∫・M・Grint歯科用X線髪置を用い金

網を焦点ブイルム間40cm物体フイルム聞OCm，10

cm・（：Fig　6，　Fig　8）焦点フイルム間46cm物体フイ

ルム間ユOcm，23cm・（Fig　7，　Fig　9）として撮影し

た．次に成，入栂指を用いて焦点フイルム間23cm物体

フイルム闇Ocm（Fig：10）焦点ブイルム間33cm，物

体フイルム間10cm・（Fig　11）焦点フイルム間46cm

物体フイルム間23cmとして撮影した．（Fig　12）

　D）森田製J・M・Grint歯科用x線装i置を用いて

成人小臼歯を種々の放射時間で撮影した．即ち焦点フ

イルム聞50cm，物体フイルム間10cmとして放射時

間を夫々5秒，10秒，15秒として（Fig　13，　Fig　14，

：Fig　15）得た．次に焦点フイルム間60cm，物体フイ

ルム間20cmとし放射時間を15秒，20秒として（：Fig
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16，　Fig　17）　をそ尋た．

　2）間接廓大撮影法

　A）森田製J・M・Grint歯科用x線髪置を用いて

フイルム上に成人小臼歯を置き，焦点物体間距離40cm

として得た写眞を密着，直接廓大撮影法によって得た

写眞と同倍率に間接廓大した．（Fig　18，　Fig　19，：Fig

20）…欠に成入犬歯扱去歯牙をフイルム上に置き，焦点

物体間距離40cm，として得た写眞を密着，2倍，3

倍，4倍，5倍に廓大した．（：Fig　21）

　：B）森田製」・M・Grint歯科用X線装置を用いて

口内撮影法により撮影せる，6例の写眞を何れも5倍

に廓大した．

第3章　実　験成績

　　　　　第1節　直接廓大撮影法

　A）針孔法による金鋼の廓大撮影

　金鋼（針金の太さ0．5mm，閻隔2mm）を針

孔（見かけの焦点）フイルム聞に置き，：Flg　1，

Fig　2，　Bg　3）を得た，との場合針孔フイルム

間は：35crnで一定とし金鋼をその聞のOcm，

10Cm，15crnとしてX線写眞を得るようにし

た．とれによると：Fig　2の廓大写眞はその対

比度鮮鋭油壷に良好である，しかるに：Fig　3に

なると稚1ミ鮮鋭度が悪いようである。

　：B）人抜去歯牙を用いての廓大撮影

　人の抜去歯牙を針孔フイルム聞に置き撮影し

：Flg　4は1．4倍に廓大し得たものでとのX線像

はほぼ鮮鋭度を損じるととなく廓大し得た．こ

のX線像は箪純写眞に比し余り見劣りはない，

但し基礎の黒さに対するヌケが少しく悪いよう

である．Fig　5は同倍率の間接廓大写眞である．

なおヒれ以上の廓大は試みたが金鋼による実験

の結果：Fig　3における如く著しく鮮鋭度を損

じてNバた．

　c）次に森田製J．M．　Grint歯科用x線装

置を用いて金鋼及び心入栂指を撮影した．

　焦点フイルム間40cmとし物体フイルム問

距離Ocm，10cmとしてFig　6，　Fig　8を焦点

フ・fルム闇46cmとして：Flg　7，　Fig　9を得

た．との場合も針孔法の場合と同様1．3～1．4

倍程度の廓大なれば鮮鋭度には余り遜色はない

ようである．

　　　　　第2節　聞接廓大撮影法

　人，抜去歯牙をフイルム上に置き，森田製

J．M．　Grlnt歯1科用x線装置を用いて撮影し，

微粒子現像を施して得た三二を更に2倍，3倍，

4倍，5倍と廓大したのである．

　直接廓大撮影法でも二尉廓大撮影法でも，輩

に廓大のみを考えれば如何なる程度の廓大も可

能である．しかし無暗に廓大しても仕上げた写

眞が鮮鋭でなければ何もならない．大体人闇の

眼に最けを感ずるのは，白く撮れた物体像とフ

イルムの黒さの境界に0．2～0．3mm程度のズ

レがある時がその限界である．換言すれば，

0・2～0・3mm以内の最けは人問の眼で見た：場

合，鮮鋭な写眞だと感ずるものである．従って

廓大撮影をする場合には，撮れた写眞のX線像

の最けは0．3mm以内にとどめるととが必要で

それ以上即けてはいけないということが前提と

されなければならなV・．

　Ffg　21の如く種：々の大いさに廓大して見る

と5倍迄は余り山けも見られない．且つ種々の

構造も判然とするので，更に口内撮影法により

撮：影された6例をも何れも5倍廓大して見1た．

　：Fig　22豊○弥O，3，28歳，昭28・3．10，撮影・

匿Ch・・ni・・pi・・1　P・・icem・・titi・

　左側下側第1大臼歯，根管充填不充分による再感染

である近心根尖端部に膿瘍形成が見られる．

　：Fig　23　家○一・○，ε，25歳，昭26．7・3，撮影・

　1強弓下顎第3大臼歯が水李埋伏歯として存在し，

1躍ア左下第2大臼歯遠心隣接面にカリエスを発見した・

　Fig　24　中○昭○，8，24歳，昭27．8・5，撮影・

　Sinus　Maxi11aris：Bodenline

　上顎洞上顎洞底線部における根尖部の正常像．（歯

根膜線の存在確詔）

　：Fig　25　日○和○，ε，26歳，昭27．12・1．撮影．

　Chronic　apica1：Pericementitis

　τ1右側下顎第1大臼歯，慢性化膿性根端性歯根膜炎

治癒後の像である．（ヨードフォルム十ガッタパPチ

【26】
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ヤポイントによ：る根管充填）

　司ヂヤケットクラウン（X線透過性）

　Fig　26　山○幾○，♀，39歳，昭28，6・4，撮影．

　Paradentitis　Marginalis

　（Horizontal　atrophy）

歯牙周囲支持組織炎．（水卒萎縮）

Fig　27幅○初○，δ，48歳，昭26。7．3，撮影．

：Paradentitis　Marginalis

（▽ertical　atrophy）

歯牙周囲支持組織炎．（垂直萎縮）

第4零諺　総括と　考按

　廓大撮影法ではその直接或いは間接廓大撮影

法とを問わす，如何にして平なる焦点を得るか

と＼（う点に工夫がある．既にPh三1ip　1）では。．3

mmの小焦点の製作に成功しZimmer　2）では，

その管掌を用いてその小焦点による直接2倍廓

大撮影を行っている．叉Moon　3）は彼の考按せ

る廓大撮影用管球を今試作中である．本邦にお

いてはそのような小焦点の製作は今日の現況で

は望み難い．私はValle：Bona　2）の原書に従い針

孔により，大焦点より放射せるX線束を出来る

だけ絞り，その針存を二次的の小焦点として廓

大撮影を行って見た．しかし携帯用X線装置を

用いて試みたので管球容量，その他のととを考

慮して一応1．4倍のほぼ鮮鋭な廓大像を得た．

しかし廓大像を得る眞の目的は大凡5倍以上の

廓大判るためにある．従ってこれを実用的価値

に達せしむるには，X線装置の大なるものを必

要とし，文献的には多くは深部治療用の装置を

用いている．しかしながら間接廓大像を得るの

は比較的容易で，鮮鋭なX堺町眞であれば大凡

5倍に廓大することは極めて容易である．私の

実験によっても間接廓大像は，直接廓大像に比

して：読聖上遜色を認めす，かかる程度の倍率で

は実用的には聞接廓大像にても充分であると考

えられる．もし更に極めて小なる焦点を有する

管槍を得られないならば，間接廓大像もその利

用価値を認めてもよいと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第5章　結

　X線廓大撮影法を歯科領域に応用じ次の結果

を得た．

　1）島津製携幣用X線装置を用いて，針孔法

による直接廓大撮影を試み，焦点（針孔）の大

さを1mmとし5秒宛放射して1．4倍の鮮鋭な

直接廓大些些を得た．

　2）森田製」・M●Grint歯科用X線装置に

より金鍋掩指，人抜去歯牙を焦点フイルム間

に種々な位置に変更して直接廓大撮影法を試み

1．4倍の鮮鏡な直接廓大写眞を得た．

　3）森田製J・M・Grint歯科用x線装置に

より人抜去歯牙を撮影し，月れを2～5倍に闇

接廓大撮影を行った．これにより非常に精密な

紅

鱒眞を得た．

　4）森田製：J．M．　Gr註kt歯科用x線装置を

用いてロ内撮：：影法により撮影せる6例のX線写

眞を夫々5倍に廓大し骨組織及び歯牙の廓大撮：

影の可能性を認めた．

　5）直接廓大撮影法と間接廓大撮影法とを比

較すれば，同倍率では直接廓大撮：影法の方が鮮

明である．直接廓大撮影法の裂置を改良し何倍

にも廓大撮：影が可能なれば，直接廓大撮：影法の

方が良好である．

　稿を終るに臨み御懇篤なる御指導と御校闘を賜わり

ました，恩師李松教授に衷心より感謝の意を捧げま

す．

主　要

1）高橋信次・小見山喜八郎：廓大撮影法の研究

文　献

　（第・報）二二二二藤1ε・来による研究・
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　　　　　　　　坂下論文附圖　（1）

　　　　　　　　　　第　　　1　　図

　　　　　　　　　直接廓大撮影
島津製携帯用X線装置を用い針孔法による金鋼及び人抜去歯牙，直接廓大写眞

　　Fig．　　1　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・　2

　A実物大　　　　　　　　　　　B1．4倍

Fig．　3

C　1．75倍

：Fig．　4

D　1．4倍

：Fjg。5

E　1．4培
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　　　　　　　　坂下論文附圖　（2）

　　　　　　　　　　第　　2　　図

　　　　　　　　　直接廓大撮影
森田製T．M．　Grint歯科用X線装置を用V・，金鋼及び成人栂指，直接廓大写眞

　　Fig．　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　7

　A実物大　　　　　　　　　　　R1．28倍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘l

　　Fjg・　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　9

　　C　1．33倍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D　2倍

　Fig．10

E実物大

Fig．11

F　1．4倍

麟

：Fig．12

G　2倍
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坂下論文附圖　（4）

　第　 4　図

　闇接廓大写眞

　　、、聖21　　．



坂下論文附囲
　　第　　5　　図

　　聞接廓大撮影
圏内撮影法による6例の聞接廓大写眞

　　　　：Fig．22

　　　　　A

（5）

：Fiα．23
b

　：B



坂下論文附圖　（6）
F三9．24

　C

F｛9．26

　：E

：Ffg．25

　D

：Fig．27

　F


